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である母音を中心として，それらを aJa/，oa， ua/wa/， a/a/， oa， ua/wa/， a/V/， ua， uδIwV/， 
a， elel， oa， ua， oe/wel， e/e/， ue/we/， i， ylil， uy， uilwil， ie， ye， ialia/， uye/wia/， 01，:>1， 















































例あり、 d_/d-，も 4例、 tr_/c-'3例と続くが、「タ行J全体で見てみると、全く逆転してtr_
























ただ、上で見た例のように、日本語の fタ行Jで読まれる漢字が、 th_/tソよりも廿ー /に/
やιIdー /との対応が多いのは一体何故なのか、逆にベトナム語のth_/tソで読まれる漢字
が日本語の「タ行j より「サ行jや「ザ行j と多く対応するのは一体何故なのかについて
は筆者は何の説明もしていない。これらは両言語の漢字音の歴史をひもとけば直ぐに理解
できることであり、この点についても審査委員の中から不満の声が挙がった。
更に、対応例の単なる数量化を f統計学的手法j と主張する姿勢にも批判が集まった。
また、数量化による日本語漢字学習のステップ分けについても、数量の捉え方が恋意的で、
依然としてその基準が不分明なままである点も不‘満が残った。
しかも最大の問題は、両言語の話者、特にベトナム人日本語学習者にとって「似ているJ
という感覚から遠ざかる傾向のあるこのステップ分けが、果たして本当に「効果的jな漢
字学習の手助けとなるのかである。結局は個々の漢字語で覚えさせるのが最も効果的な方
法ではないのかと言う審査委員の意見もあった。
しかし、全体として見ると、本博士論文は、ベトナム人に対する日本語教育、特に漢字
教育の実践から生まれた、教育法への提言であり、得られた 3点の資料とともに、ベトナ
ム人日本語学習者のために有益な手掛かりを提供するものである点で審査委員会委員全員
の意見が一致した。
ベトナムにおいては、日本語教育を専門とする研究者は未だ少数であり、筆者の今後の
活躍が期待される。
本論文は完壁な日本語で書かれており、筆者の日本語運用能力の高さが十分に発揮され
ていることを付記しておきたい。
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